
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

うーん、戦
せん

争
そう

に
負
ま

けたってこういうことか。

昭し
ょ
う

和わ

 連
れん

合
ごう

国
こく

の兵
へい

士
し

たちが、日
に

本
ほん

にやってきて滞
たい

在
ざい

したことを進
しん

駐
ちゅう

という。彼
かれ

らは進
しん

駐
ちゅう

軍
ぐん

とよばれた。

1944（昭
しょう

和
わ

19）年
ねん

11月
がつ

、東
とう

京
きょう

ではじめて空
くう

襲
しゅう

があってから、たびたびく
り返

かえ

された。そのうち最
もっと

も被
ひ

害
がい

が大
おお

きかったのは、翌
よく

年
ねん

3月
がつ

1
と お か

0日の「東
とう

京
きょう

大
だい

空
くう

襲
しゅう

」で、東
とう

京
きょう

の4割
わり

を焼
や

きつくしたほどだった。中
ちゅう

央
おう

区
く

内
ない

もひどい火
か

災
さい

となり、浜
はま

町
ちょう

の明
めい

治
じ

座
ざ

で100人
にん

以
い

上
じょう

のぎせい者
しゃ

を出
だ

した。川
かわ

に逃
に

げた人
ひと

も
おぼれてなくなった。区

く

内
ない

の公
こう

園
えん

が遺
い

体
たい

の安
あん

置
ち

所
じょ

となり、十
じっ

思
し

公
こう

園
えん

には約
やく

800体
たい

もの遺
い

体
たい

が運
はこ

びこまれたという。その後
ご

も空
くう

襲
しゅう

は8月
がつ

13日
にち

まで続
つづ

き、
その間

かん

、東
とう

京
きょう

に飛
ひ

来
らい

したアメリカ軍
ぐん

機
き

は4347機
き

、落
お

とされた爆
ばく

弾
だん

は1万
まん

1642発
はつ

、焼
しょう

夷
い

弾
だん

（火
か

事
じ

を起
お

こす爆
ばく

弾
だん

）は38万
まん

9241発
ぱつ

だったという。

東
とう

京
きょう

の空
そら

は、B
ビー

29爆
ばく

げき機
き

におおいつく
された。

晴
はる

海
み

通
どお

りを逃
に

げる親
おや

子
こ

。

現
げん

在
ざい

の銀
ぎん

座
ざ

五
ご

丁
ちょう

目
め

にあった地
ち

下
か

鉄
てつ

銀
ぎん

座
ざ

駅
えき

入
い

り口
ぐち

で、救
きゅう

助
じょ

活
かつ

動
どう

を
行
おこな

う人
ひと

々
びと

。

泰
たい

明
めい

小
しょう

学
がっ

校
こう

も空
くう

襲
しゅう

を受
う

け、先
せん

生
せい

が３人
にん

ぎせいと
なった。

 連
れん

合
ごう

国
こく

が日
に

本
ほん

に降
こう

伏
ふく

を求
もと

める話
はな

し合
あ

いをドイツのポツダムでしたため、「ポツダム宣
せん

言
げん

」といわれる。

たくさんの
ぎせいを出

だ

して
やっと終

お

わった
んだね。

ギブ・ミー・チョコレート！
こうして戦

せん

争
そう

が終
お

わった 戦
せん

後
ご

の日
に

本
ほん

はものも食
た

べ
るものもなく、みんなお
腹
なか

を空
す

かせていた。そこ
へたくさんの、大

おお

きな体
からだ

のアメリカ軍
ぐん

兵
へい

がやって
きた。人

ひと

々
びと

はこわがって
近
ちか

づこうとしなかったが、
彼
かれ

らは親
した

しげに子
こ

どもた
ちにチョコレートやチュ
ーイングガムをあげた。
お腹

なか

を空
す

かせていた子
こ

ど
もたちは我

わ

れ先
さき

にと彼
かれ

ら
に群

むら

がるようになった。

日
に

本
ほん

は危
き

機
き

的
てき

な状
じょう

況
きょう

になっても戦
せん

争
そう

をやめることはせず、
多
おお

くのぎせい者
しゃ

を出
だ

し続
つづ

けた。日
に

本
ほん

と同
どう

盟
めい

国
こく

のイタリア、
ドイツがイギリス、アメリカ、ソ連

れん

の連
れん

合
ごう

国
こく

に次
つぎ

々
つぎ

に降
こう

伏
ふく

していっても、日
に

本
ほん

は戦
せん

争
そう

を続
つづ

けた。
そのため、アメリカは1945（昭

しょう

和
わ

20）年
ねん

8月
がつ

6
むいか

日広
ひろ

島
しま

に、9
ここのか

日には長
なが

崎
さき

に原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

を落
お

とした。さらにソ連
れん

が参
さん

戦
せん

してきたため、日
に

本
ほん

は15日
にち

にやっと降
こう

伏
ふく

した。

戦
せん

争
そう

がすべてをうばった
日
に

本
ほん

軍
ぐん

は真
しん

珠
じゅ

湾
わん

こうげきのあと、最
さい

初
しょ

は優
ゆう

位
い

だったが、1942（昭
しょう

和
わ

17）
年
ねん

6月
がつ

のミッドウェー海
かい

戦
せん

からどんどん不
ふ

利
り

になっていった。アメリカ軍
ぐん

による日
に

本
ほん

本
ほん

土
ど

への空
くう

襲
しゅう

も激
はげ

しくなり、空
そら

から無
む

差
さ

別
べつ

に爆
ばく

弾
だん

を落
お

とされ、
たくさんの人

ひと

々
びと

がぎせいになった。

＜なにもかも灰
はい

になった＞

死
し

亡
ぼう

者
しゃ 日

に

本
ほん

橋
ばし

区
く

　     1257人
にん

京
きょう

橋
ばし

区
く

　       144人
にん

負
ふ

傷
しょう

者
しゃ 日

に

本
ほん

橋
ばし

区
く

　    3094人
にん

京
きょう

橋
ばし

区
く

　       449人
にん

すべて
壊
こわ

れた家
いえ 日

に

本
ほん

橋
ばし

区
く

　　      55戸
こ

京
きょう

橋
ばし

区
く

　          73戸
こ

すべて
焼
や

けた家
いえ 日

に

本
ほん

橋
ばし

区
く

　1万1365戸
こ

京
きょう

橋
ばし

区
く

　 1万0511戸
こ

戦
せん

争
そう

による中
ちゅう

央
おう

区
く

の被
ひ

害
がい

進
しん

駐
ちゅう

軍
ぐん

に接
せっ

収
しゅう

されたところ

15日
にち

、そかい先
さき

で「戦
せん

争
そう

が終
お

わった」という
昭
しょう

和
わ

天
てん

皇
のう

の放
ほう

送
そう

（玉
ぎょく

音
おん

放
ほう

送
そう

）を聞
き

く子
こ

どもたち。

みんな
こわかった
だろうね。

銀
ぎん

座
ざ

四
よん

丁
ちょう

目
め

の柱
はしら

に、
ニューヨークの繁

はん

華
か

街
がい

「タイムズスクエア」
のかんばんをかかげ
るアメリカ軍

ぐん

兵
へい

。

アメリカ軍
ぐん

兵
へい

たちは、子どもたちが今
いま

まで見
み

たことも
食
た

べたこともないようなものをたくさん持
も

っていたので、
彼
かれ

らにあこがれる子
こ

どももいたようだ。

都
と

心
しん

を行
こう

進
しん

する進
しん

駐
ちゅう

軍
ぐん

。
英
えい

語
ご

表
ひょう

示
じ

のかんばんが銀
ぎん

座
ざ

のあちこちにか
かげられた。服

はっ

部
とり

時
と

計
けい

店
てん

（現
げん

・和
わ

光
こう

）が進
しん

駐
ちゅう

軍
ぐん

のお店
みせ

になった。

銀
ぎん

座
ざ

四
よん

丁
ちょう

目
め

交
こう

差
さ

点
てん

で交
こう

通
つう

整
せい

理
り

をするアメリカ軍
ぐん

兵
へい

。

英
えい

語
ご

が町
まち

を埋
う

めつくした
生
い

き残
のこ

った人
ひと

たちは、なんとか生
せい

活
かつ

を回
かい

復
ふく

させようとしていた。日
に

本
ほん

中
じゅう

が混
こん

乱
らん

す
るなか、アメリカを中

ちゅう

心
しん

とした連
れん

合
ごう

国
こく

の軍
ぐん

兵
へい

（進
しん

駐
ちゅう

軍
ぐん

）が日
に

本
ほん

にやってきた。中
ちゅう

央
おう

区
く

にもたくさんの軍
ぐん

兵
へい

がやってきて、焼
や

け残
のこ

った数
かず

少
すく

ないビルや建
たて

物
もの

を取
と

り上
あ

げた。
これを「接

せっ

収
しゅう

」という。取
と

り上
あ

げられた建
たて

物
もの

は、服
はっ

部
とり

時
と

計
けい

店
てん

（現
げん

・和
わ

光
こう

）、明
あ か し

石小
しょう

学
がっ

校
こう

、聖
せい

路
る

加
か

病
びょう

院
いん

、中
ちゅう

央
おう

卸
おろし

売
うり

市
し

場
じょう

など40件
けん

あまりになった。連
れん

合
ごう

国
こく

の第
だい

一
いち

の目
もく

的
てき

は、
今
いま

まで軍
ぐん

国
こく

主
しゅ

義
ぎ

の社
しゃ

会
かい

だった日
に

本
ほん

を、国
こく

民
みん

みんなが自
じ

由
ゆう

に意
い

見
けん

を言
い

えるような社
しゃ

会
かい

（民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

→p.89）にするためだった。その指
し

導
どう

に当
あ

たったのは、連
れん

合
ごう

国
こく

最
さい

高
こう

司
し

令
れい

官
かん

総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

（G
ジー

Ｈ
エイチ

Q
キュー

）の総
そう

司
し

令
れい

官
かん

マッカーサーだった。

建
たて

物
もの

土
と

地
ち

日
に

本
ほん

橋
ばし

月
つき

島
しま

4号
ごう

地
ち

銀
ぎん

座
ざ

築
つき

地
じ

※『東
とう

京
きょう

都
と

戦
せん

災
さい

誌
し

』より。
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